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酒造りと観光を〝両輪〟に「酒創豊世」へ 

世 界 的 な ワ イ ン 品 評 会 IWC の 金 賞

に 輝 い た『 宗 政 ―15』(清 酒 部 門)、福

岡 国 税 局 酒 類 鑑 評 会 で５ 年 連 続 金 賞 の

『 の ん の こ 』 (焼 酎 部 門 )、 日 本 初 輸 入

の ブ ル ガ リ ア ワ イ ン (ワ イ ン 部 門 )、 梅

酒 品 評 会 『 梅 酒 全 国 制覇 』 変 り 種 部 門

優 勝 の 『 tete ヴ ェ ネ ツ ィ ア 』 (リ キ ュ

ー ル 部 門)… … 。  

宗 政 酒 造 で は 、 清 酒 や 焼酎 を メ イ ン

に 個 性 豊 か な 酒 造 り とと も に 観 光 事 業

を 手 掛 け て い る 。 日 本の 磁 器 発 祥 地 ・

佐 賀 県 有 田 町 に 本 社 を置 く 宗 政 酒 造 は 、

大 型 観 光 施 設『 有 田 ポ ー セ リ ン パ ー ク』

内 に 本 社 工 場 を 構 え る。 園 内 は 陶 磁 器

を 通 じ て 交 流 の あ る ドイ ツ の 街 並 み に

再 現 し さ れ 、 代 表 的 なバ ロ ッ ク 建 築 で

あ る ツ ヴ ィ ン ガ ー 宮 殿を 再 現 し た 建 物

内 に は 幕 末 ～ 明 治 期 の有 田 焼 の 逸 品 が

並 ぶ 。  

「〝酒創り〟を通じて、新しい酒文

化や豊かさ、感動を世の中に提供して

いきます。そして、私たちは新たな発

想 と 行動 で お客 さ まと とも に ワク ワ

ク で きる 革 新的 な 製品 やサ ー ビス の

創造に挑んでいます 」。 酒 造 り や 観 光

事 業 な ど を 手 掛 け る 宗政 酒 造 の 代 表 取

締 役 社 長 で あ る 宗 政 寛は 、 経 営 理 念 と

し て 掲 げ る 「 酒 創 豊 世」 の 考 え 方 に 基

づ い て 、 今 後 の 方 向性 を 打 ち 出 す 。  

 

 

1 世紀の〝空白〟を超えて有田で酒造り復活 

「清酒『宗政』の特徴は〝旨口〟、焼酎はみんなで

飲んで楽しめるお酒です。高品質・低価格の酒造りに

こだわっています 」と経 営 の 舵 取 を す る 宗 政 寛 は 力 強

く 語 る 。  

宗 政 酒 造 は 、佐 賀 県 西 有 田町(現 有 田 町)で 1985 年

に 設 立 し て 製 造 免 許 を取 得 後 、 当 初 は 伊 万 里 市 に 建 設

し た 工 場 で 酒 造 り を 始め た 。 焼 酎 づ く り に 参 入 後 、 日

本 酒 づ く り を 手 掛 け る。 そ の 後 、 グ ル ー プ 会 社 に よ る



有 田 ポ ー セ リ ン パ ーク 取 得 で 現 在 地 へ 移 転 し て 、 今 日 に 至 る 。  

一 見 、 若 い 酒 蔵 に みえ る が 、 そ の ル ー ツ は 120 年 余 も さ か の ぼる 。 宗 政 家 の 先 祖 は 戦

国 大 名 ・ 毛 利 元 就 の出 身 地 だ っ た 広 島 県 安 芸 高 田 市 で 酒 蔵 を 代々 営 ん で い た が 、 激 動 の 幕

末 を 経 て 明 治 に 至 る動 乱 の 中 で 途 絶 え た と い う 。  

地 元 の 公 文 書は 1895 年 の 大 火 で 焼 失 し 、広 島 県 酒 造 組 合 の 保 存 資 料も 1945 年 の 原

爆 投 下 で 消 滅 し て 、詳 細 は 不 明 だ 。 し か し 、 地 元 に 伝 わ る 話 によ る と 、 ４ 軒 が 協 同 で 酒 造

り を し て お り 、 当 時は 「 宗 政 へ 行 く 」 と い う 言 い 方 も あ っ た とい う 。 わ ず か に 残 る 史 料 に

よ る と 、 そ の 所 在 地は 安 芸 高 田 市 美 土 里 町 横 田 55 番 地 だ っ た 。  

 か つ て 先 祖 が 営 んで い た 〝 幻 の 酒 蔵 〟 を 復 興 さ せ た の は 、 宗政 寛 の 父 ・ 伸 一 だ っ た 。 有

田 町 に 隣 接 す る 長 崎県 佐 世 保 市 で 1975 年 に サ ニ ッ ク ス を 起 こ し た 宗 政 伸 一は 、 創 業 10

周 年 の 節 目 の 年 に 酒造 り を 復 活 さ せ た の だ 。  

 先 祖 伝 来 の 地 に 足 を 運 ん だ 経 験 を 持 つ 宗 政 寛 は 、「神楽などの伝統文化が色濃く残る土

地でした。山からの湧き水と、実り豊かな田んぼで獲れたお米でお酒をつくっていたそう

です 」と 、 い に し え の 酒 造り に 思 い を 馳 せ る 。  

【 写 真 説 明 】 宗政家伝来の地近くにある道の駅『北の関宿  安芸高田』（安芸高田市美土里町横田 331-1）  

 

新たな発想・行動で製品・サービスを革新 

3 月『 蔵 開 き』、4 月『 リ レ ー マ ラ ソ ン』、GW『 春

の 有 田 陶 器 市 』、 ９ 月 『 秋 祭 り 』、11 月 『 秋 の 有 田

陶 器 市 』 … … 。 宗 政酒 造 が 本 社 工 場 を 構 え る 有 田 ポ

ー セ リ ン パ ー ク に おい て は 、 季 節 毎 に 多 彩 な イ ベ ン

ト が 催 さ れ て い る 。  

1995 年 に 陶 磁 器 の テー マ パ ー ク と し て 誕 生 し た

有 田 ポ ー セ リ ン パ ーク は 今 日 、 入 場 無 料 の 〝 公 園 〟

ス タ イ ル の 大 型 施 設と し て 、 地 域 住 民 や 観 光 客 か ら

親 し ま れ て い る 。「お客さまにお越しいただくこと

が有り難く、十分に楽しんでいただき、思い出や学

び、感動なども持ち帰っ ていただきたい と思いま

す 」と 宗 政 寛 は 謙 虚 に 語る 。  

年 間 40 万 人 が 訪 れ る有 田 ポ ー セ リ ン パ ー ク に は、

観 光 客 と と も に 宴 会や 法 事 で 利 用 す る 地 元 客 も 多 い。

地 域 に 開 か れ た イ ベン ト と し て 開 催 す る コ ン サ ー ト



や 映 画 会 、 お 酒 や ワイ ン を 楽 し む 会 な ど の イ ベ ン ト に 地

元 の 婦 人 ら が お し ゃれ な 装 い で 〝 晴 れ 舞 台 〟 に 臨 む 姿 も

印 象 的 だ 。  

「お客さまのところへ近づき、お客さまの目線や立場

で発想すると、色々な気づきや発見があります 」と 宗 政

寛 は 考 え る。具 体 的 に は 、「 こ の よ う な 人 に 飲 ん で い た だ

き た い」「 ど の よ う な 方 々 に 来 て欲 し い 」な ど の イ メ ー ジ

を も と に 販 路 や 集 客を 考 え 、 製 品 や サ ー ビ ス を 企 画 し て

い く 考 え 方 だ。こ の よ う な 〝 逆 転 の 発 想 〟 は、『 バ ッ ク キ

ャ ス ト 思 考 』 と も 呼ば れ て 最 近 、 各 界 で 注 目 を 集 め る 。  

2016 年 の 有 田 焼 創 業 400 周 年 を 記 念 し て 発 売 す る

古 代 酒 も「お酒を地元の有名窯元の焼き物に入れてもら

えるためにはどうすべきか」とい う 逆 転 の 発 想 か ら 始 ま

っ た。こ の 目 標 イ メ ー ジ に 対 し て 出 た ア イデ ア の 中 か ら 、

地 元 で 栽 培 し た 古 代米 を 昔 の 手 法 で 醸 造 す る 古 代 酒 づ く

り が 選 ば れ た 。 そ して 、 地 元 の 窯 元 や 生 産 者 、 関 係 団 体

な ど か ら の 理 解 と 協力 を 得 て 、古 代 酒 づ くり が 実 現 し た 。 

 

 

 

革新的な酒造り･観光で豊かな世の中へ 

「清酒や焼酎の原料をはじめ、食材や物販品はできるか

ぎり地元産を使っています。地元の方々と一緒になって、

有田・佐賀を国内外にアピールしていきたい」 (宗 政 寛)と

の 言 葉 通 り 、 宗 政 酒造 は 地 域 と 共 に 歩 み 続 け る 。  

そ し て 、 清 酒 『 宗 政 』や 焼 酎 『 の ん の こ 』 な ど の 酒 造 り

や 、 有 田 ポ ー セ リ ン パー ク を 舞 台 と し た 観 光 ・ 集 客 事 業 に

お い て、《 新 た な 発 想 と行 動 で お 客 さ ま と と も に ワ ク ワ ク で

き る 革 新 的 な 製 品 や サ ー ビ ス の 創 造 》 も 実 を 結 び 始 め た 。

「みんなが豊かになれる世の中を酒造りや場づくりを通

じてつくっていきたいと思います」と経 営 ト ッ プ で あ る 宗

政 寛 は、『 酒 創 豊 世 』 へ の 決 意 を 新 た に する 。  


